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多
重
債
務
処
理
事
件
に
か
か
る
非
弁
提
携
行
為
の
防
止
に
関

す
る
規
則

（
平
成
十
四
年
三
月
十
五
日
規
則
第
八
十
一
号
）

改
正

平
成
二
六
年
一
二
月
一
八
日

令
和

三
年

六
月
一
八
日

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
多
重
債
務
処
理
事
件
に
か
か
る
非
弁
提
携

行
為
の
防
止
に
関
す
る
規
程
（
会
規
第
五
十
号
。
以
下
「
規
程
」

と
い
う
。
）
第
十
一
条
及
び
弁
護
士
・
外
国
法
事
務
弁
護
士
共
同

法
人
に
関
す
る
多
重
債
務
処
理
事
件
に
か
か
る
非
弁
提
携
行
為
の

防
止
に
関
す
る
規
程
（
会
規
第
百
十
二
号
。
以
下
「
共
同
法
人
規

程
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
規
程
及
び
共
同

法
人
規
程
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

（
規
程
第
五
条
第
一
項
等
）

第
二
条

規
程
第
五
条
第
一
項
及
び
共
同
法
人
規
程
第
五
条
第
一
項

の
「
非
弁
提
携
行
為
の
疑
い
が
あ
る
と
き
」
と
は
、
次
の
各
号
の

一
に
該
当
す
る
場
合
を
い
う
。
但
し
、
単
な
る
職
務
懈
怠
行
為
で

あ
っ
て
、
非
弁
提
携
行
為
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合

を
除
く
。
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一

多
重
債
務
者
を
勧
誘
す
る
広
告
（
「
債
務
一
本
化
」
「
一
括

資
金
融
資
」
「
多
重
債
務
者
救
済
」
な
ど
の
趣
旨
を
う
た
っ
た

も
の
）
を
し
た
者
か
ら
、
多
重
債
務
処
理
事
件
を
紹
介
さ
れ
て

受
任
し
た
こ
と
。

二

多
重
債
務
処
理
事
件
を
処
理
す
る
に
あ
た
っ
て
、
依
頼
者
に

対
し
、
そ
の
事
案
に
ふ
さ
わ
し
い
解
決
手
段
に
つ
い
て
説
明
し

な
か
っ
た
こ
と
。
又
は
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
明
ら
か
に
不
適

切
な
解
決
手
続
を
選
択
し
た
こ
と
。

三

多
重
債
務
処
理
事
件
に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
行
う
べ
き
法
律

事
務
を
職
員
に
専
ら
行
わ
せ
た
こ
と
。

四

依
頼
者
に
対
し
多
重
債
務
処
理
事
件
の
重
要
な
経
過
、
結
果

そ
の
他
事
件
の
帰
趨
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
項
を
報
告
し

な
か
っ
た
こ
と
。

五

多
重
債
務
処
理
事
件
の
着
手
金
、
報
酬
金
、
手
数
料
な
ど
の

諸
費
用
に
つ
い
て
、
そ
の
金
額
及
び
算
定
方
法
を
依
頼
者
に
説

明
せ
ず
に
、
若
し
く
は
、
そ
の
承
諾
を
得
ず
に
、
こ
れ
を
受
領

し
、
又
は
、
著
し
い
高
額
を
請
求
し
、
若
し
く
は
こ
れ
を
受
領

し
た
こ
と
。

六

多
重
債
務
処
理
事
件
が
、
利
息
制
限
法
所
定
の
制
限
利
率
で

の
引
き
直
し
計
算
に
よ
り
残
元
本
額
又
は
過
払
い
額
を
確
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
事
案
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
当
な
理
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由
な
く
、
そ
の
引
き
直
し
計
算
結
果
に
基
づ
か
ず
、
か
つ
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
依
頼
者
に
具
体
的
な
説
明
を
行
っ
て
そ
の
了
解

を
得
る
こ
と
な
く
、
示
談
を
成
立
さ
せ
た
こ
と
。

七

多
重
債
務
処
理
事
件
に
つ
い
て
、
依
頼
者
か
ら
又
は
依
頼
者

の
た
め
に
預
か
っ
た
金
銭
の
保
管
方
法
又
は
使
途
に
お
い
て
、

違
法
又
は
不
当
な
行
為
に
及
ん
だ
こ
と
。

八

多
重
債
務
処
理
事
件
の
勧
誘
広
告
に
関
し
て
、
弁
護
士
会
か

ら
、
弁
護
士
等
の
業
務
広
告
に
関
す
る
規
程
（
会
規
第
四
十
四

号
）
第
十
二
条
第
五
項
又
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
等
の
業
務
広

告
に
関
す
る
規
程
（
会
規
第
四
十
五
号
）
第
十
二
条
第
五
項
に

規
定
す
る
命
令
そ
の
他
の
措
置
を
受
け
た
こ
と
。

九

多
重
債
務
処
理
事
件
に
つ
い
て
裁
判
所
に
代
理
人
と
し
て
出

頭
す
べ
き
期
日
（
破
産
申
立
事
件
の
債
務
者
審
尋
期
日
を
含
む
）

に
正
当
な
理
由
な
く
出
頭
し
な
か
っ
た
こ
と
。

十

示
談
後
、
債
権
者
へ
の
弁
済
を
代
行
す
る
場
合
に
お
い
て
、

送
金
を
遅
延
し
て
い
る
多
重
債
務
者
に
対
し
、
脅
迫
す
る
な
ど

の
違
法
又
は
不
当
な
方
法
で
送
金
を
指
示
し
た
こ
と
。

十
一

（
一
）
な
い
し
（
十
）
の
い
ず
れ
か
の
事
由
に
該
当
す
る

弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
弁
護
士
・
外
国
法
事
務
弁
護
士
共

同
法
人
（
以
下
「
共
同
法
人
」
と
い
う
。
）
か
ら
、
多
重
債
務

処
理
事
件
を
一
括
し
て
受
任
し
、
引
き
継
ぎ
前
の
業
務
処
理
方
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法
を
見
直
す
こ
と
な
く
引
き
継
ぎ
業
務
を
処
理
し
て
い
る
こ

と
。

十
二

そ
の
他
（
一
）
な
い
し
（
十
一
）
に
準
ず
る
も
の
で
、
非

弁
提
携
行
為
の
疑
い
の
あ
る
こ
と
。

（
規
程
第
五
条
第
二
項
等
）

第
三
条

規
程
第
五
条
第
二
項
及
び
共
同
法
人
規
程
第
五
条
第
二
項

の
「
非
弁
提
携
行
為
を
行
っ
た
場
合
又
は
非
弁
提
携
行
為
を
行
っ

た
と
思
料
す
る
事
由
が
あ
る
場
合
」
と
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該

当
す
る
場
合
を
い
う
。

一

弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
共
同
法
人
が
、
そ
の
所
属
弁
護

士
会
か
ら
非
弁
提
携
行
為
を
理
由
と
し
て
懲
戒
を
受
け
た
場
合

二

弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
共
同
法
人
が
、
そ
の
所
属
弁
護

士
会
の
綱
紀
委
員
会
に
よ
り
、
非
弁
提
携
行
為
を
理
由
と
し
て

懲
戒
相
当
若
し
く
は
懲
戒
委
員
会
の
審
査
手
続
に
付
す
る
こ
と

を
相
当
と
す
る
議
決
を
さ
れ
た
場
合

三

弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
共
同
法
人
に
つ
い
て
、
そ
の
所

属
弁
護
士
会
が
、
非
弁
提
携
行
為
が
あ
る
と
思
料
し
て
、
綱
紀

委
員
会
の
調
査
に
付
し
た
場
合

四

弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
共
同
法
人
が
、
非
弁
提
携
行
為

又
は
こ
れ
に
関
連
す
る
行
為
を
理
由
と
し
て
、
逮
捕
若
し
く
は

公
訴
提
起
さ
れ
、
又
は
そ
の
事
務
所
が
捜
索
さ
れ
た
場
合
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五

そ
の
他
前
各
号
に
準
ず
る
場
合
で
あ
る
こ
と
。

（
規
程
第
七
条
第
一
項
等
）

第
四
条

規
程
第
七
条
第
一
項
及
び
共
同
法
人
規
程
第
七
条
第
一
項

の
「
是
正
措
置
」
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

受
任
方
法
又
は
受
任
後
の
業
務
処
理
方
法
の
是
正

二

事
務
職
員
に
行
わ
せ
る
事
件
処
理
範
囲
の
是
正

三

着
手
金
、
報
酬
金
、
手
数
料
等
の
算
定
方
法
及
び
受
領
方
法

の
是
正

四

依
頼
者
に
対
す
る
説
明
・
報
告
方
法
の
是
正

五

第
三
者
と
の
契
約
の
解
除
又
は
変
更

六

是
正
事
項
に
関
し
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
に
お
け
る
第

三
者
に
対
す
る
通
知

七

是
正
事
項
の
履
行
状
況
の
報
告

八

そ
の
他
非
弁
提
携
行
為
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
二
六
年
一
二
月
一
八
日
規
則
第
一
六
五
号

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
制
度
創
設
に
係
る
外
国

弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
規
則
の
整
備
に
関

す
る
規
則

第
二
条
改
正
）
抄
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こ
の
規
則
は
、
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す

る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

二
十
九
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
（
後
略
）

（
平
成
二
七
年
政
令
第
四
一
四
号
で
平
成
二
八
年
三
月
一

日
か
ら
施
行
）

附

則
（
令
和
三
年
六
月
一
八
日
規
則
第
二
〇
〇
号

弁
護
士
・
外
国
法
事
務
弁
護
士
共
同
法
人
制
度
創

設
に
係
る
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱

い
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
規

則
の
整
備
に
関
す
る
規
則

第
一
条
、
第
二
条
、

第
三
条
、
第
四
条
改
正
）

こ
の
規
則
は
、
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す

る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
三
十

三
号
）
第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
令
和
四
年
政
令
第
四
一
号
で
令
和
四
年
一
一
月
一
日
か

ら
施
行
）


